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発 行 所 

五所川原市役所 

5的号 

昭和59年 2月I日 

印刷 （旬北斗オフセソト 

市 の 人 口 
	

男 25,573人 
	

世 帯 数 	14,705 

	

52,896人 女 27,323人 
	

（昭和59年 1月 1日現在）住民基本台帳から 

繰薫轟舞轟る無熱無難 ‘
》
 

市教育委員会、市連合PTA主催の「親子スキー教

室」が 1月14. 150)両日少年自然の家・神山スキ 場

に 110人が参加して行われ、楽しいひとときを過ごし

ました。 

初日の14日は、少年自然の家で入所式を行ったあと

ゲレンデに出、五所川原スキー協会指導員の指導で初

歩の滑り方から熱心に学んでいました。 
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◇申告受付会場及び日時◇ 

会 	場 受 付 範 囲 日 	 時 

森 	の 	家 
若葉一丁目・三丁目 2月13日 9時30分～16 寺 

若葉二丁目 2月14日 9時30分～11寺 

新 宮 集 会所 
新宮町 	新宮字松元 

芭 蕉 	新宮字岡田 
2月15日 9時30分～16U寺 

中 央 集会所 

末広町 2月16日 9時30分～16時 

柏原町 	上平井町 

中平井町 
2月17日 9時30分～ie寺 

旭 町 集 会所 旭 	町 2月20日 9時30分～1印寺 

三町 集 会所 雛 	田 	敷島町 2月21日 9時30分～1印寺 

市民文化会館 

(2 	階） 

錦 	町 	幾島町 2月22日 9時30分～1印寺 

大
布
 
田
田
 
東
 
田
 

丁
  

I
丁
 

屋
  

2月23日 9時30分～101寺 

寺 	町 	本 	町 

岩木町 
2月28日 9時30分～1叫 

区域外市内・市外 

共有‘納管人 法人 
2月29日 9時30分～1卵寺 

し
 

一
一
時ま
で
 

/
 

二
月
は
次
の
日
程
で
開
設
 

・
と
 
き
 

さ
れ
ま
す
。
 

一
一月
八
日
（
水
）
二
十
二
日
 

●

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
ヘ
ム

市
民
文
化
会
 

園
岡
園
岡
図
回
園
圏
囲
 

館
別
館
 

■

主
 
催
 
青
森
県
交
通
 

事
故
相
談
所
 

五
所
川
原
市

・
市
民
相
談
室
 

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
 

（
水
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
 

、
。
 

I 	物品等供給業者のコ 
I 	登録受付 	I 

市では、59年度の物品等の供給について、入

札参加審査中請書の受け付けをしています。 

市役所、西北中央病院、市内各小中学校、給

食センター等、市の施設への物品供給を希望さ

れる業者は、次により手続きをしてください。 

⑨受付期間 2 月1日から 2 月29日まで 

⑨受付場所 財政課（市庁舎 4 階） 

0提出書類 人札参加資格申請書 し一式） 

（申請用紙は財政課にあります。） 

なお、詳しくは財政課調達係（か，る)~ 2111番

内線 316番）へお問い合わせください。 

指名競争入札業者を受付 

市
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
に
市
が
発
注
す
る
工
事

の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
を
、
次
に
よ
り
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

・

受
付
期
間
 
二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で
。
 

・

受
付
場
所
 
市
建
設
課
（
市
庁
舎
三
階
）
 

■

提
出
書
類
 

一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
ァ
、
 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
⑤
、
イ
、
建
設
業
者
許
可
証
明
書
国

ウ
、
納
税
証
明
書
ー
市
税
は
五
十
八
年
度
分
、
国
税
及
び

県
税
は
五
十
七
年
度
分
⑤
 
ェ
、
工
事
経
歴
書
 
ォ
、
主
要

取
引
金
融
機
関
名
 
カ
、
年
間
委
任
状
 
キ
、
使
用
印
鑑
届

ク
、
印
鑑
証
明
書
 

ケ
、
営
業
所

一
覧
表
 
コ
、
会
社
登

記
簿
謄
本
⑤
 
サ
、
建
設
業
退
職
共
済
組
合
加
入
証
明
書
⑤

シ
、
建
設
機
械
一
覧
表
 

ス
、
技
術
者
経
歴
書

）
※
建
設

業
者
の
経
営
に
関
す
る
事
項
の
審
査

（
建
設
業法
第
二
十
条

の
二
の
規
定
に
よ
る
。
）
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
建
設
課
庶
務
係
（
●
⑩
二

一
一
一
番
 

内
線
二
二
八
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

事
 
業
 

下
水
道
 

 

    

 

（鷲
翼
議
一
 

 

  

  

 

欝
 

 

日
頃
、
み
な
さ
ん
に
は
市
の

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
 ・

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま

す
。
 

さ
て
、
本
市
で
は
“
住
み
よ

い
活
力
あ
る
ま
ち
”
づ
く
り
を

目
ざ
し
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら

下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
昭
和
五

十
九
任
轟
曳
か
ら
一
部
区
域
が
供

用
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

議
」費
 

●

申
込
書
提
出
期
限
 

二
月
二
十
九
日
 

●

応
募
資
格
 

m
人
物
、
学
業
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
健
康
で
あ
る
が
、
著

し
く
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
方
 

②
五
所
川
原
市
内
に
在
住
し

て
い
る
方
 

③
過
去
三
年
間

の
平
均
成
績

が
三
・
五
（
五
点
法
に
よ
る
。）
 

以
上
で
あ
る
こ
と
 

■

貸
与
額
 

m
公
立
高
校
、
私
立
高
校
と

も
に
入
学
料
及
び
授
業
料
相
当

額
 

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
区
域

内
に
土
地
を
有
す
る
方
を
対
象

に
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

の
賦
課
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
該
受
益
者
は
対
象
地
確

認
の
た
め
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

多
用
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が

下
記
の
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

な
お
、
当
該
関
係
者
に
は
申
 

②
大
学
等
入
学
支
度
貸
与
金

…
一
時
金
と
し
て
四
十
万
円
限

度
額
。
 
（原
則
と
し
て
各
種
学

校
、
専
門
学
校
は
認
め
な
い
。）
 

■

お
問
合
わ
せ
先
 

市
教
育
委
員
会
総
務
課

（
雪
 

⑩
二
一
 

一
・
内
線
二
四
九
）
 
 

告
書
及
び
日
程
表
を
送
付
し
ま

す
。
 

※
当
日
は
、
印
鑑
と
申
告
書

を
必
ず
ご
持
参
願
い
ま
す
o
 

《
 

r
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市内に住んでいる方で、 

前期受講された方っ 

生花・茶道一料理・作法

洋裁・着付・ちぎり絵・

ろうけつ染・習字・日本

舞踊等 

2月 1日～2月10目まで 

市内鎌谷町 117-7 

中央公民館（容⑩6O56) 

はがきもしくは電話でお

申込み下さい。 

●教室の種別 

■対 象 者 

■申込み期間 

■申込み先 
及び 

申込み方法 

みんなの教室」後期受講生募集ト 
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゆ
う
講
習
会
」
 

午
後
一
時
、
市
庁
舎
前
・
お

祭
り
広
場
、
参
加
資
格
、
市
内

子
供
会
 

o
曳
コ
あ
げ
大
会
 

r拠
警
哲
『
gr（遮
呂
一臓
慕
敏
隣
 

「
」
組
灘舞
 !!
 

・
ニ
月
十
ニ
日
（
日
）
 

〇
歌
謡
、
津
軽
民
謡
、
津
軽

民
謡
手
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

午
前
九
時
三
十
分
、
市
民
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
 

薫
環
）
輪
煉
響
 

鰍難
鷺
 

O
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ス
ノ
ー
ト
 

ラ
イ
ア
ル
 

午
前
八
時
三
十
分
、
岩
木
川
 

原
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
期
間
中
 

？議
鱗
難
 

審
議
会
委
員
の
選
挙
を
実
施
 

鷲
十
四廻
ぎ
 

〇
ズ
グ
リ
回
し
大
会
 

"
（に
 

聡
嚇
蹴
緯
 ン

・・
、
 

己
ソ
 

」h
い
“周
 

な
シ・

 

瞬
 

■
ニ
月
十
一
日

（
祭日
）
 

〇
雪
上
カ
ル
タ
大
会
 

午
後
一
時
、
市
庁
舎
前
・
お
 

祭
り
広
場
、
参
加
資
格
、
市
内
 

子
供
会
 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
選
挙
を
、
昭
和
五
十
九
年
三

月
十
八
日
（
日
）
、
市
民
文
化

会
館
二
階
に
お

い
て
、
次
の
要

領
で
実
施
し
ま
す
。
 

■

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間

昭
和
五
十
九
年

一
月
三
十

一

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
二
月
十

三
日
ま
で
。
（
午前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
。）
 

■

選
挙
人
名
簿
の
異
議
申
出

期
間
 

昭
和
五
十
九
年

一
片
三
十

一

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
二
月
十

二
日
ま
で
。
 

■

立
候
補
の
届
出
期
間
 
 

午
後
一
時
、
岩
木
川
原
北
斗
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

①
小
学
校
の
部
②
中
学
校
の
 

部
③
局
校
、
 一
般
の
部
 

参
加
資
格
、
西
北
五
在
住
者
 

昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
八

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
八

日
ま
で
。
 
（
午前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
。）
 

●

候
補
者
の
住
所
、
氏
名
、
 

選
挙
場
、
投
票
時
間
、
開
票
の

日
時
等
 

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道
、
 

博
愛
の
精
神
の
も
と
に
百
三
十

カ
国
が
加
盟
し
、
世
界
の
平
和

と
人
と
人
と
の
幸
せ
を
願
い
、
 

そ
の
使
命
達
成

の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
 

①
歌
謡
の
部
②
津
軽
民
謡
の

部
③
津
軽
民
謡
手
踊
り
の
部
④

前
年
度
優
勝
者
は
ゲ
ス
ト
出
演

者
と
す
る
。
参
加
資
格
、
西
北

五
在
住
者
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
日
頃

選
挙
人
の
方
に
通
知
い
た
し
ま

す
。
 

■

お
間
い
合
わ
せ
先
 

市
都
市
計
画
課

（
曹
⑩
二
一
 

一
一
、
内
線
二
三
五
・
一
三
三
）
 

社
員
組
織
に
よ
る
赤
十
字
社

は
こ
れ
ら
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

社
員
の
社
費
と
寄
付
金
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

本
年
も
二
月
一
日
か
ら
県
下

一
斉
に
運
動
が
始
ま
り
、
近
く
 
 

〇
雪
像
コ
ン

ク
ー
ル
 

題
材

・
大
き
さ
自
由
、
市
内
 

一
円
 

〇
氷
の
彫
刻
展
、
市
庁
舎
前
 

・

お
祭
り
広
場
 

・

お
間
合
わ
せ
 
市
商
工
観

光
課

（
曾
⑩
二
一

一
一

・
内
線

一
一五
九
番
）
 

主
催
 
五
所
川
原
市
観
光
協
 

A
云
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
を
お
伺
い

し
ま
す
。
 

特
に
、
毎
年
一
千
円
を
納
入

す
る
社
員
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

⑥
社
員
の
種
類
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

m
普
通
社
員
 
毎
年

三
百

円
以
上
 

②
銀
色
特
別
社
員
 
毎

年

一
千
円
以
上
 

⑧
金
色
特
別
社
員
 

毎
年

三
千
円
以
上
 

固
有
功
章
社
員
 
二
十

万

円
以
上

（
分納
で
も
よ
い
）
 

技
術
を
身
に

つ
け
た
い
婦
人

の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゆ

う
の
基
本
刺
し
か
ら
応
用
刺
し

ま
で
の
講
習
を
行
い
ま
す
。
 

■

講
習
月
日
 
二
月
十
四
日
 

（火
）
、
二
月
十
六
日

（
木
）
、
 

二
月
二
十

一
日
（
火
）
、
二
月

二
十
三
日
（
木
）
、
二
月
二
十

八
日
（
火
）
 

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

●

募
集
人
員
 
二
十
人
 

■

講
習
場
所
 
働
く
婦
人
の
 
 

家
 

■

受
講
料
 
無
料
。
 
（
た
だ

し
刺
し
ゆ
う
針
、
ハ
サ
ミ
、
天

竺
少
々
は
各
自
持
参
の
こ
と
。）
 

●

締
切
り
 
二
月
九
日
（
木
）
 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
 

■

申
込
み
先
 
働
く
婦
人
の

家

（
雪
⑩
八
八
九
八
番
）
 

主
催
 
働
く
婦
人
の
家
、
共

催
、
青
森
県
婦
人
就
業
援
助
セ
 

、
ノ
タ

ー
 

谷
難
欝
難

塁
騰
裂
瓜
勲
 



広報ごしょがわら 	 （560号） ④ 

鷺
ニ
＋「
難蕪
競
ら
掴
爆
金
喜
喫
寿
鷺
 

成
人
式
を
迎
え

た
皆
さ

ん
、
 

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

『」
れ
か
ら
の
人
生
は
、

自
分

の
手
で
設
計
し
、

創
造
し

て
ゆ

か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
 

忘
れ

て
な
ら

な
い

の
は
万

一
の

事
故

の
時
や
、
老
後
の
対
策

と

し
て
の
、
公
的
年
金

の
存
在
で

す
。
 

公
的
年
金

制
度
は
、

万
一
の

事
故
の
時

や
、
老
後
に
お

け
る

所
得
を
保
障

す
る
、

国
で
運
営

し
て
い
る
社
会
的

な
制
度
で
、
 

勤
め

て
い
る
人
た
ち
が
加
入
し

て
い
る
厚
生

年
金
や
共
済
組
合

な
ど

の
職
場
の
年
金

制
度

と
職
 
 

場
の
年
金

制
度
に

加
入
で

き
な

い
、
二
十
歳
以
上

の
人
た
ち
が

必
ら
ず
加
入
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
国
民
年
金

と
が
あ
り

ま
す
。
 

職
場
の
年
金
は
会

社

の
係
の

方
が
手
続

き
を
し

て
く
れ
ま
す

が
、
国
民
年
金
は
、

加
入

の
手

続
き
か

ら
保
険
料

の
納
付
ま
で

市
町
村

役
場
国
民
年
金

係
で
自

分

の
手
で
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
 

国
民
年
金

の
保
険
料

は
、
き

ち
ん
と
指

定
さ
れ

て
あ
る
納
付
 

【
 

り
ま
せ
ん
。
 

あ
な
た
は

何
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し

て
い
ま
す
か
。
 

職
場
の
年
金

制
度
に

加
入
し

て
い
な
い
人
は
、

必
ら
ず

国
民

年
金
に

加
入
し

な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
。
 

国
民
年
金
に

関
す
る
詳
し

い

こ
と
は
市

社
会
課
国
民
年
金

係

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

期
限
ま
で

に
納
め

て
い
ま
す
か
。
 

納
付
期
限

は
、
単
に
事
務
整
 
 

理
の
都
合

の
た
め
だ
け

に
決
め

て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、

万
一

の
事
故
が
あ
っ

た
と
き
に
は
、

過
ぎ

て
し
ま
っ

た
納
付
期
限

ま
で

の
保
険
料

を

納
め

て
い
る
こ
と
が
、

母
子
年

金
や
障
害

年
金
を

受
け
ら
れ

る

た
め

の
条
件
に

な
っ

て
い
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ
・
のな
い
よ

う

に
十
分
注
意
し

な
け
れ
ば

な
り

ま
せ
ん
。
 

ま
と
め

て
納
め

る
こ
と
に
な

れ
ば
、

そ
れ
だ
け
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
 

今
年
度
も
あ
と
ニ

カ
月
を
残

す
だ
け

と
な

り
ま
し
た
。
納
め

忘
れ

は
な
い
か
、

も
う
一
度

確

か
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

一
 

【
一
 

.
 

私
は
、
小
さ

い
時
か

ら
は
き
気
や
貧
血
な
ど

で
、

い
つ
も
病
院
通
い
 

ば
か
り
し

て
い
ま
し
た
。
 

今
は
、

自
分
で
も

だ

い
ぶ
健
康
に
な
っ

た
よ

う
な
気
が
し

ま

す
が
、

ま
だ
ほ
か

の

人
よ
り
は
弱
い
ほ

う

で
す
。
 

母
か

ら
聞

い
た
の

で
す
が
、

私
が

小
さ

い
時
に
は

よ
そ
に
行

っ
て
は
病
気
を

も
ら

っ
て
き
て
、

い
つ
も

病
院
通
い

だ
っ

た
そ

う
で
す
。
 

そ
れ

に
、
 
一
度
か

ぜ
に
か
か

る
と
ー

カ

月
も
な
お

ら
な
い

そ

う
で
す
。
 

そ
ん
な
私
が
、

い
つ
の
頃
か

ら
か
体
育
が
好
き
に

な
り
ま
し

た
。

そ
れ
で

自
信
を
持
っ

て
、
 

今
年
の
運
動
会
に
は
、

マ
ラ
ソ

ン
に
出

て
最
後
ま
で

走
る
こ

と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ

の
あ
と
ま
た
気
分
が

悪
く
な
り

は
き
気
が
し

て
、
午
後
に
は
が

ま
ん
で

き
な
く
な

り
、
す
ぐ
病
 
 

院
へ
行

き
ま
し

た
。
そ
の
時
、
 

小
学
校
最

後
の
運
動
会

な
の
に

残
念
だ

な
あ

と
思
う

と
、
泣
き

た
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し

た
。
 

学
校
で
体

育

の
時
間
に

マ
ラ
ソ

ン
を
や
る
た
び

に
、
運
動
会

の

時
と
同
じ

よ
う
に

な
り
、
学
校

を
早
退
し

た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

二
度
も

三
度
も
同
じ

状
態
だ
っ

た
の
で
、

病
院
で

精
密
検
査

を
 

受
け

る
こ
と
に
な
り
、
先
生
 

や
母

に
も
大
変
心
配
を
か

け
 

ま
し

た
。

で
も
、
何
と
も
な
 

か
っ
た
時
は
、

ほ
っ
と
し

て
 

気
分
が

明
る
く
な
っ

て
し
ま
 

い
ま
し
た
。
 

母
が

言
う
に
は
、

本
ば

か

り
読
ん
で
外
で

あ
ま
り
遊
び

た
が

ら
な
い
か

ら
だ
そ
う
で
、
 

か
ぜ
を
ひ

き
そ
う
な
時
、

ひ

い
た
時
は

う
が

い
を
す
る
よ

う
に
し

て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、

ま
じ

め
に
や

る
の
は

始
め
だ
け
で

五
日
も

も
た
ず

に
、
あ
と
は
も
う

三

日
ぼ
う
ず
で

や
め
た

く
な
っ

て
し
ま
う

の
が
私

の
悪
い
く

せ
の
よ
う
で

す
。
反
省
を
し

て

今
度
か

ら
は
と
思
っ

て
い
て
も
、
 

そ
の
う
ち

に
又
忘
れ

て
し
ま
い
、
 

自
分
で
も
あ
き
れ

て
い
ま
す
。
 

学
校
で

は
、
体
力
作

り
の
た

め
全
校
生
徒
が
毎
朝
マ
ラ

ソ
ン

を
や
っ

て
い
ま
す
。

朝
や
れ

な

い
人
は
、
休
み
時
間

や
放
課
後

必
ず

や
っ

て
い
ま
す
。
 

離競 liII誰誠＝女γ葉舞 
青森県はおける農林水産物加工の一層の振興を進める

にあたり、広く県民のみなさま方からアイディアを募る

ことになりましたっ J5、るって論文をご応募下さい。 

・課題 青森県における農林水産物加工の振興対策に 

	

ついて 	 （題名は自由です） 
（例） 1． 売れる商品づくりのためには 

ノ新商品の開発、加工技術の高度化、経営の合理化、、 

、商品や経営等に係る情報収集体制の整備 	などノ 
2． 売る体制の確立を図るには 

ノ販路の拡大と開拓、流通販売組織の整備、市場情、 

、報収集体制の整備 	 などノ 

■賞 最優秀賞（知事賞） 	 1編 30万円 

	

優秀 賞 	 2編各10万円 

	

佳 作 	 3編 3万円 

	

参加 賞 	 人賞者を除く応募者全員 

◆ 応 募 規 定 ◆ 
(1）応 募 資 格 

① 県内在住者とします。 

② 未発表の論文に限ります。 

(2）応募枚数等 

① 40(1字詰原稿用紙30枚以内。 

（図表、統計表を除きます） 

② 別に 1, 00(片：程度のレジュメ （要約）を添付してく 

ださい。 

③ 横書きとします。 

④ 作品には、題名、氏名（フリガナ）、住所，年令、職 

業、電話番号を明記してくださいっ 

(3） 締 め 切 り 昭和59年 2月15日 

(4） 発 	 表 

① 入賞発表は、昭和59年 3月下旬に行いますが、入賞 

者に通知するとともに、新聞紙上で発表します。 

② 最優秀賞及び優秀賞の受賞者を 3月下旬に青森市に 

おいて表彰します。 

③ 佳作の受賞者には、直接賞状及び賞金を送付します 
(5） そ 	の 他 

① 応募作品は返却しません。 

② 入賞作品については、県で論文集を作成し、関係機 

関等に配布します。 

③声許、実用新案及び意匠の出願を要するものは、論 

文の応募前に出願してくださいコ 

・応募先（問い合せ先） 

青森県企画部企画課地域産業担当 

〒 030 青森市長島一丁目 1番 1号 
廿 0177- 22- 1111 (内線2159) 

昭和59年（1984年） 2月 1日 

マラソンで体力作り 

「
 
年
金
の

保
険
料
は
 

！

！
 

れ
な

い
で
納
め
ま
し
ょ

う
 
！
 

無0)主張発表太会」維糠長鴬難， 
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共
済
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

災交

害通 

縁の国勢調査員を 

ン 	募集します 
環境庁は今年実施する自然環境保全基礎調

査いわゆる 「緑の国勢調査」の参加者を募集

しています。 

身近な自然のは握に協力していただくため

自然愛好者の方々の参加を期待しています。 

＠調査方法 県内の居住地とその周辺を 1 

km四方のメッシュに区切り、その中に調査の

対象となる動植物がいるかどうかを調べてい

ただくもので、識別が容易な種類がほとんど

です。 

＠参加資格 年齢、個人、団体を問いませ

ん。 

＠申込み締め切り 3月10日 

0申込み方法 県庁自然保護課（呑0177 ー 

⑩ - 1111 内線3158番）に申込みしてくださ

い。申込みに当っては、住所、氏名、電話番

号等をお知らせください。後日、申込みのハ

ガキとパンフレットを送付します。 

〇共済見舞金の額 

こ身近な動植物を教えてくださいこ 

災 害 の 程 度 等級 金 額 災 害 の 程 度 等級 金 額 
死 亡 し た 場 合 1 800,000 円 

実治療日数 
90日以上 
180日未満で 

入院 90日
以上を含む 

5 80,000 

実治療日数 

180日以上で 

入院 180日
以上を含む 2 150,000 入院90日未満

又は入院なき
ものを含む 

6 60,000 
入院 90日 
以上 180日 
未満を含む 

3 130,000 
実治療日数60日以上90日未満 7 45,000 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

4 110,000 

実治療II数30日以上60日未満 8 35,000 
実治療日数10日以上30日未満 9 25,000 
実治療日数10日未満 10 15,000 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が

満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め

に
市
社
会
課
、
ま
た
は
各
支
所

へ
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
 

二
月
一
日
か
ら
受

け
付
け
し

て
い
ま
す
。
 

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

※
当
市
で
は
昨
年
度
総
加
入

金
額
五
四
〇
万
円
、
見
舞
金
額

八
五
〇
万
円
と
な
っ

で
お
り
ま
 
 

す
。
 

ロ
加
入
で
き
る
方
 

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
は
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
 

ロ
共
済
会
費

・
期
間
 

年
額
三
百
五
十
円
。
（共
済
期

間
の
途
中
で
加
入
す
る
場
合
も

同
額
で
す
0)
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月
一

日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十
一
日

で
終
わ
り
ま
す
。
（
途中
で
加
入

さ
れ
る
方
は
、
加
入
の
日
か
ら
 
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。）
 

ロ
そ
の
外
の
利
点
 

m
ど
ん
な
小
さ
な
交
通
事
故

で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

②
見
舞
金
の
請
求
は
、
事
故

の
起
き
た
日
か
ら

一
年
間
有
効

で
す
。
 

⑧
職
場
、
町
内
会
、
グ
ル

ー
 

プ
な
ど
、
二
十
人
以
上
が
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取
り

扱
い
を
し
ま
す
。
 

そ
し
て
東
京
ま
で
、

い
や
も

っ
と
の
ば
し

て
九
州
ま
で
行
こ

う
と
み
ん
な
は
り
き
っ
て
い
ま

す
。
私
も

マ
ラ
ソ
ン
だ
け
は
毎

日
き
ち
ん
と
続
け
て
い
ま
す
。
 

で
も

一
周
目
は
ど
う
に
か
楽

し
く
走
り
ま
す
が
、
三
周
目
位

か
ら
は
苦
し
く
つ
ら
く
な
っ
て

休
み
た
く
な
り
ま
す
が
、
 
「が

ま
ん
、
と
ん
と
ん
、
が
ま
ん
、
 

と
ん
と
ん
」
と
拍
子
を
と
っ

て

走
り
続
け

た
後
、
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
っ
て
さ
わ
や
か
に
な
り

ま
す
。
そ
の
せ
い
か
、
十
月
八

日
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
は
三
位

で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
、
賞
状
と
賞

品
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
飛
び

あ
が
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
の

で
す
。
 

三
日
ぼ
う
ず
の
私
の
悪
い
く
 

敷
島
町
青
年
部
 

敷
島
町
町
内
会
青
年
部
（
太

田
光
成
部
長
、
部
員
二
十
八
人
）
 

は

一
月
九
日
、
交
通
遺
児
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
四
万
六
千

七
百
六
十
六
円
を
市
に
寄
付
、
 

三
浦
総
務
課
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

青
年
部
が
交
通
安
全
、
家
内

安
全
を
祈
願
し
神
明
宮
に
大
鏡

も
ち
を
奉
納
、
護
符
と
し
て
町

内
に
配
っ
た
際
寄
せ
ら
れ
た
善

意
で
す
。
 
 

せ
も
、
ど
う
や
ら

マ
ラ

ソ
ン
に
は
最
後
ま
で
挑

戦
す
る
こ

と
が
で
き
、
 

マ
ラ
ソ
ン
で
の
体
力
作

り
が
こ
ん
な
に
効
果
が

あ
る
と
は
思
っ

て
も
み

な
か
っ

た
の
で
、

び
っ

く
り
し

て
し
ま
い
ま
し

た
。
小
学
校
最
後
の

マ

ラ
ソ
ン
大
会
で

の
よ
い
 

思
い
出
に
も
な
っ

た
し
、
 

こ
れ
か
ら
も
大
空
の
も
 

と
で
私
自
身
の
健
康
作

り
に
木

々
の
紅
葉
が

枯

れ
る
ま
で
、

マ
ラ
ソ
ン

を
続

け
て
い
き
た
い

と

思
い
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

子
 

周
 

崎
 

'
I
 

・

刃
ノ
 

年
 

（

。
 

交
通
遺
児
に
と
四
万
六
千
余
円
寄
付
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市
出
稼
協
会
主
催
の
出

稼
者
及
び
留
守
家
族
慰
安

激
励
会
が

一
月
五
日
市
民

文
化
会
館
に
お
よ
そ
六
百

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
 

出
稼
先
で

の
事
故
防
止
と

留
守
家
庭
の
安
全
を
誓
い

合
い
弘
南
バ
ス
芸
能
愛
好

ム
ム
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
ひ
と
と
き
を
過
》
」
し
》
 

ま
し
た
。
 

非
行
防
止
は
親
子
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
 

ム
フ
日
一
日
の
出
来
事
を
家
族
み
ん
な
で
 

話
し
あ
い
が
出
来
る
よ
う
 

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
育
て
ま
し
ょ
う
 

五
所
川
原
地
区

B
B
s
会
 

出稼者と 
留守家族を励ます 

、 “ ‘」 り 二 “ 」 	… ’ 	“ 一 	“ 	・ ‘・，・d・："'"‘・2・,一‘・” L‘・‘ , 、・．一＝,・‘ 

サラ金の利用にあたっては、下記事項に十分注意して下さい。 
9． 法律違反について 
(I）金利 

年73.0' ーセント （日歩2(職） を超える契約は法律違反 
になります。 

(2） 書面の交付 
契約書、領収証を交付しなかったり、契約書を返還しな 

かったときは法律違反になります。 
(3） 取立て行為の規制 

業者が取り立てにあたり、人を威迫し又は私生活、業務
の平穏を害するような言動によりその者を困惑させた場合
には法律違反になります。 
業者がしてはならない行為は具体的には次のとおりです。 
① 暴力的な態度をとること 
② 大声をあげたり、乱暴な言葉を使ったりすること
③ 多人数で押しかけること 
④ 正当な理由なく午後 9時から午前 8時まで、その他

不適正な時間帯に電話で連絡し、もしくは電報を送
達し、又は訪問すること 

⑤ 反覆継続して電話で連絡しもしくは電報を送達し、 
~ 	又は訪間すること 

(6） はり紙、落書きそのft●の手段により債務者の借入に
関する事実、その他プライバン に関する事項等を
あからさまにすること 

⑦ 動務先を訪問して債務者、保証人等を困惑させたり
不利益を被らせたりすること 

⑧ 他の貸金業者からの借入れ又はクレジットカードの
使用等により弁済することを要求すること

⑨ 債務処理に関する権限を弁護士に委任した旨の通知
又は調停その他裁判手続きをとったことの通知を受
けた後に、正当な理由なく支払請求をすること

⑩ 法律上支払義務のない者に対し、支払請求をしたり
必要以上に取立てへの協力を要求したりすること

借りたお金は当然のことながら返済義務がありますから
貸金業（サラ金）の利用にあたっては 1から 8までの法律
事項をよく吟味するとともに返済計画をしっかり考え、あ
とでトラブルの起きないようにしましょう。 

なお、業者に法律違反の疑いがある場合、その他苦情・
相談・質問等につきましては各市町村相談窓口、県警サラ
金110番、各警察署相談窓口、貸金業協会、県行政相談
室、県商工課までお問い合わせ下さい。 
県警サラ金 110番 	 （廿0177- ⑩ - 4488) 
貸 金 業 協 会 	 （ft0177- ⑩ - 6700) 
県 行 政 相 談 室 	（ft0177-⑩ - 1111内線4488) 
県 	商 	工 課 （ft0177 - ⑩ー 111l 内線4160) 

広
報

紙
の
早
期
配

布
に
ご
協

力
ド
さ

い
 

五
高
定
時
制
の
生
徒
を
募
集
 

イ
、
出
願
資
格
 

m
l
l
l
月
に
中
学
校
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方
。
 

②
中
学
校
ま
た
は

こ
れ
に

準
ず
る
学
校
を
卒
業
し

た
方
。
 

（
年
令
不
問
）
 

ロ
、
出
願
手
続
き
 

出
願
者
は
所
定
の
入
学
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
青
森

県
収
入
証
紙
（

四
百
円
）
を
添

え
て
、
調
査
書
、

そ
の
他
必
要

書
類
と
と
も
に
出
身
中
学
校
か

ら
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 
（
詳

細
に

つ
い
て
は
出
身
中
学
校
に
 

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
）
 

ハ
、
出
顧
期
日
 

期
間
は
、
二
月
十
四
日
（
火
）
 

か
ら
二
月
二
十
日

（月
）
ま
で
 

（
日
曜
日
を
除
く
。
）
で
、
時

間
は
九
時
か
ら
十
六
時
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
及
び
最

終
日
は
正
午
ま
で
で
す
。
 

ニ
、
学
力
検
査
 

三
月
十
二
日
（
月
）
八
時
四

十
五
分
か
ら
十
四
時
十
分
ま
で

筆
記
試
験
を
行

い
ま
す
。
 

ホ
、
合
格
発
表
 

三
月
十
七
日

（
土
）
九
時
よ

り
本
校
生
徒
玄
関
前
で
発
表
し
 
 

ま
す
。
 

へ
、
そ
の
他
 

m
学
費
 
月
額
三
千
七
百

五
十
円
 

②
教
科
書
 
無
償
支
給
 

⑧
定
通
修
学
奨
励
金
 
選

考
に
よ
り
月
額
七
千
円
貸
与
さ

れ
卒
業
す
る
と
返
還
免
除
 

④
給
食
 
無
償
で
パ
ン
と

牛
乳
 

詳
細
は
本
校

（
●
⑩
二
〇
七

三
）
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 無

料
巡
回
診
療
 

市
で
は
北
五
医
師
会
の
協
力

の
も
と
に
、
疾
病
の
早
期
発
見
 
 

を
目
的
と
し
、
地
区
に
出
向
き

無
料
の
巡
回
診
療
を
行
い
ま
す
（
 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
方
は
、
 

多
数
お
い
で
下
さ
い
。
 

■

と
き
 
二
月
二
十
三
日
午

後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
長
橋
 

■

担
当
医
師
 
佐
藤
実
氏
 

■

と
き
 
二
月
二
十
九
日
午

後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 
婦
人
ホ
ー
ム
 

■

担
当
医
師
 
冨
田
重
照
氏
 

煎
茶
教

室
の
 

受
講
生
を
募
集
 

■

対
象
 
市
内
に
居
住
し
て

い
る
一
般
婦
人
 

■

内
容
 
煎
茶
道
方
円
流
 

●

期
間
 
二
月
二
十
八
日
 

（火
）
か
ら
三
月
二
十
七
日
 

（火
）
ま
で
、
毎
週
火
曜
日
 

（
計
五
回
）
 

■

時
間
 
正
午
か
ら
三
時
ま

で
 

●

場
所
 
働
く
婦
人
の
家
 

●

募
集
人
員
 
十
五
人
 

■

受
講
料
 
無
料
。
 
（
た
だ

し
、
材
料
費
は
本
人
負
担
）
 

■

締
切
り
 
二
月
二
十
日
 

（た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
 

め
切
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

●

申
込
み
先
 
働
く
婦
人
の

家
（
曾
国
y八
八
九
八
）
 

市
内
新
町
三
三
ー
一
 
（旧
警

察
署
跡
）
 

“第

2
回
西
北
五
 

）ン
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
 

口
ー
ム
神
山
大
会

〈
 

●

期
日
 
二
月
十
九
日
 

・

種
目
 
大
回
転
 

■

参
加
資
格
 
西
北
五
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。
 

小
学
校
か
ら

一
般
。
た
だ
し
、
 

国
体

・
全
日
本

・
県
ジ
ュ
ニ
ア

等
の
公
認
大
会
出
場
者
は
除
く
。
 

●

申
込
み
締
切
り
 
二
月
四
 

日
 

■

申
込
み
先
 
市
内
布
屋
町
 

5
5
 西
北
ス
ポ
ー
ッ
内
大
会
事

務
局

（
●
舶
｝
七
八四
五
）
へ
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